
日本語教師と学習者の声を生かして作られた、新しい日本語教科書

『できる日本語 初級 本冊』

株式会社アルク（東京都杉並区永福 代表：平本照麿）より、新刊『できる日本語 初級 本冊』のご案内を申し上げます。

■見本書のご請求、本リリースのお問い
合わせは下記までお願いいたします■

株式会社アルク 広報部 （河合、池田）
TEL：03-3323-3521 
e-mail: ko-ho@alc.co.jp

お客様お問い合わせ先：
株式会社アルク カスタマーサービス部

電話 03-3327-1101（平日 9:00～17:00）

【価格】3,400 円（税込 3,570 円）

【ISBN】978-4-7574-1977-3

【サイズ】Ｂ5 判 ＊エンハンスド CD3 枚付き

【頁数】302 ページ＋別冊 56 ページ

【監修】嶋田和子（イーストウエスト日本語学

校副校長）

【著者】できる日本語教材開発プロジェクト

■本書の特長

●行動目標に即したシラバスで構成

＜日本語でできることが増える＞

日本語で何かをできるようにするには、「この場面、状況でどう言うのか」

をしっかり把握することが大切です。本書を使った授業では、学習者と教

師が場面や話題を共有し、教師が「今、ここでどう言うか」を学習者に投

げかけながら、必然性のある文型や語彙などを学びます。

また、この「場」や「話題」は繰り返し取り上げられるよう構成されており、

既習項目を繰り返し使う仕掛けによって、日本語によるコミュニケーショ

ン力を高めていきます。

●実際に遭遇するであろう、場面・状況を通じて会話練習

＜会話の幅が広がり、「伝える力」が伸びる＞

イラストがふんだんに使われているので、一目で場面・状況がわかりま

す。その状況を教師と学習者が共有した上で会話練習をします。実際に

遭遇するであろう場面・状況を通じて練習することで、会話の幅が広が

り、学習者の「伝える力」が伸びていくことは、発売前にこの教科書を使っ

て勉強した学習者によって証明されています。

●段落構成力を身に付けられる

＜ある程度長く話せるようになる＞

報道関係各位

2011 年 4 月 8日 新刊プレスリリース

教科書は「わかる」から「できる」の時代へ

■教材開発の背景

従来の文型中心の初級学習者向け教科書では、「話せるようにならない」、「楽しく学習ができない」という意見が多く

あがっていました。そこで、多くの先生方と一緒に、アルクと凡人社とが協力し、「これまでにない新しい初級教科書」を

作るべく試用を重ね、6 年という年月をかけて制作。「現場で生まれ、現場で育てられた、学習者と現場教師のための

教科書」と言える本書が誕生しました。

初級から、「固まりで話す」こ

とを意識して制作。1～2 文程

度のやりとりが中心の、一般

的な初級学習書とは異なり、

本書では、できるだけ文と文

をつなぎ、「ある程度の長さ

で自分のことや自分の考え

を伝えることができる」ように

なることを目指しています。


